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大学スポーツ転換期

4



１．緒言 大学スポーツ転換期 契機

「日本再興戦略2016」における「官民戦略プロジェクト１０」の一つに

「スポーツの成長産業化」の方針が示された

【出典】日本再興戦略2016-第4次産業革命に向けて-（2016）
http://www.kantei.go.jp/jp/singi/keizaisaisei/pdf/2016_zentai
hombun.pdf
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１．緒言 大学スポーツ転換期 日本 現状の課題

競技種目別に学生連盟が設立されており
運動部活動全体での一体性を有していない

• 日本アメリ
カンフット
ボール協会

• 日本ラグ
ビーフット
ボール協会

• 東都大学野
球・新大学
野球連盟

• 日本学生陸
上競技連合

駅伝
野球（六
大学）

アメフトラグビー

大学

学生連盟

報道関係者

関連団体

関係企業

スポーツ庁
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NCAAが大学スポーツ全体を統括している

バスケット
ボール

アメフト

陸上 野球

NCAA

１．緒言 大学スポーツ転換期 アメリカ NCAA
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１．緒言 大学スポーツ転換期 日本版NCAAの創設
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UNIVASには3つの理念がある

１．緒言 大学スポーツ転換期 UNIVASの理念

学業と部活動の両立

部活動に取り組む
学生の安全

運動部のガバナンス
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１．緒言 大学スポーツ転換期 学内意識の醸成

【出典】スポーツ庁『平成30年大学スポーツ振興に関するアンケート 調査結果 概要』

貴学内で主として活動している複数の運動部活動を取りまとめる組織の設立に当たっての課題とは何か

各大学の統括組織設立の課題に
「学内意識の醸成」が上位にある
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１．緒言 大学スポーツ転換期 学内意識の醸成

３つの理念を達成し、統括組織を設立するために…

学内意識の醸成

が必要である
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１．緒言 大学スポーツ転換期 学内意識の醸成

つまり、取り組みに対して、様々なコストがかかるため、

学内（学生・教員等）の
大学スポーツへの理解

が必要不可欠である
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１．緒言 大学スポーツ転換期 大学スポーツ振興

大学スポーツ振興

が最優先事項である
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UNIVASだけで全体を統括するのは難しい

参加する各大学が先進的に
スポーツに取り組む

ことが不可欠である

１．緒言 大学スポーツ転換期 大学スポーツ振興
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明治大学は「大学スポーツ振興の推進事業」の
選定大学15から外れる

１．緒言 大学スポーツ転換期 大学スポーツ振興

【出典】スポーツ庁HP（http://www.mext.go.jp/sports/b_menu/houdou/30/07/1407448.htm）

大学スポーツ振興に関して
他大学に対して遅れている
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１．緒言 大学スポーツ転換期 大学スポーツ振興

明治大学はこれまでアマチュアスポーツ界を先導してきた

明治大学の大学スポーツに対する取り組みが
他大学に与える影響力は大きい

明治大学は独自にスポーツ振興する
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１．緒言 明治大学内部のスポーツ振興

大学スポーツ振興のモデルとして他大学に影響を与える
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明治大学スポーツの現状
が知りたい！！

１．緒言 明治大学内部のスポーツ振興
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インタビュー調査

明治大学スポーツ振興事務室へ！
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調査内容・調査方法

調査内容：明治大学スポーツ振興の現状

調査方法：インタビュー調査

【対象】

明治大学スポーツ振興事務室職員2名

（男性1名女性1名明治大学出身）

【実施日】

2018年9月20日、10月10日

２．調査 明治大学内部のスポーツ振興の現状
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振興事務室

学業と部活動の両立

一般学生の大学スポーツへの
興味・関心の向上

部活動に取り組む
学生の安全

２．調査 スポーツ振興事務室の最重要課題

「一般学生に試合を見に来てほしい」
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大学スポーツが盛んだった頃のように

一般学生に

試合会場へ足を運んでもらうには

どうすればいいんだろう…

２．調査 スポーツ振興事務室の最重要課題
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文献調査

24



調査内容・調査方法

調査内容：観戦頻度

調査方法：文献・資料調査

【対象】

林直也

『大学への帰属意識に影響を及ぼす要因に関する研究－大

学スポーツチームに対するアイデンティティおよび観戦動機との

関係に着目して―』「Human Welfare」第9巻第1号

P179～191 2017年

３．調査 観戦頻度 文献・資料調査
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「大学への愛着」が

観戦頻度に重要な役割を果たしている

【出典】林直也『大学への帰属意識に影響を及ぼす要因に関する研究

－大学スポーツチームに対するアイデンティティおよび観戦動機との関係に着目して―』

３．調査 観戦頻度 文献・資料調査
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アンケート調査
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調査内容・調査方法

調査内容：明治大学の学生の試合観戦現状

調査方法：アンケート調査

【対象】

明治大学の学生100名(2018年10月)

【項目】

大学への愛着

明治大学体育会運動部の試合観戦経験

試合観戦阻害要因

２．調査 明治大学の学生の試合観戦現状 アンケート調査
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明治大学の学生は「大学への愛着」がある

84%

3%

13%

明治大学が好きだ

YES NO どちらでもない

87%

3%
10%

明治大学を気に入っている

YES NO どちらでもない

約85％以上！！！

２．調査 明治大学の学生の試合観戦現状 アンケート調査
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「大学への愛着」を持っている約85％の学生は

観戦に来るはず？！

観戦頻度に影響があるはず？！

２．調査 明治大学の学生の試合観戦現状 アンケート調査
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約85％の学生が愛着を持っているのに
観戦頻度に反映されていない

59%
41%

明大スポーツを2回以上

観戦したことがありますか

いいえ はい

２．調査 明治大学の学生の試合観戦現状 アンケート調査

リピートする学生が少ない

観戦が０～１回
の人が半数
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２．調査 明治大学の学生の試合観戦現状 アンケート調査

なぜリピートが少ないのか
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インタビュー調査

明治大学の学生に！
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調査内容・調査方法

調査内容：複数回試合観戦に行かない理由

調査方法：インタビュー調査

【対象】

明治大学の学生(2018年10月)

【項目】

観戦回数0回の人→試合観戦に行かない理由

観戦回数1回の人→リピートしない理由

２．調査 明治大学の学生の試合観戦現状 インタビュー調査
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２．調査 明治大学の学生の試合観戦現状 インタビュー調査 観戦回数０回の人（1・2年生）

行きたいけどいつやってるの？

バイトとかで忙しいし、興味ない
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２．調査 明治大学の学生の試合観戦現状 インタビュー調査 観戦回数1回の人（1・2年生）

ルール・応援が分からなくてつまらなかった

一緒に行く友達がいない
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２．調査 明治大学の学生の試合観戦現状 インタビュー調査 観戦回数1回の人（3年生）

インターンのES作成とかで忙しい

OBOG訪問とかしなきゃ
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２．調査 明治大学の学生の試合観戦現状 インタビュー調査 まとめ

各学生のニーズに合わせた試合観戦を実現し
何回も試合を見に来てもらいたい
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学生のニーズに合わせた策を考えるには
学生目線の意見が必要

学生が中心となってスポーツ振興を行う団体をつくる

２．調査 まとめ
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３．提言

明治大学スポーツ振興学生委員会

MUSC設立
Meiji University Sports Committee
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 提言先：

明治大学

 意義：

スポーツ振興のモデルとなり、真に学内のスポーツを

活性化させるには学生によるスポーツ専門の団体が必要

３．提言
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◆ 目的：

明治大学の学生が

明治大学のスポーツを見に来てくれるようにする

３．提言
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概要：学生主体の学校公認団体

学生自身が関わることで内部からの

盛り上げがしやすくなる

明治大学

学生支援事務室

スポーツ

振興事務室

MUSC

明治大学スポーツ振興

学生委員会

３．提言 MUSC組織体制
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MUSCに人は集まるのか？？？

• M-Naviで人が集まった実績

• 右図のようにスポーツに対して
積極的な学生が多い

３．提言 MUSC組織体制

明治大学の運動部の試合を

観戦しようと友人を誘う

Yes No

55％

【出典】前出のアンケート

45％
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学

生

教

職

員

活動内容

「学内の大学スポーツへの興味・関心の向上」

プログラムの企画・立案

ミーティングの実施・報告

プログラムの運営

３．提言 MUSC組織体制
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明治大学

学生支援事務室

スポーツ振興事務室

MUSC

M-Navi

３．提言 M-Naviの紹介

M-Navi：
MUSCと同じく学生支援事務室の管轄で
学生主体の学校公認団体

◆ 目的：
学生の「社会人基礎力」
を養う教育の場を作る
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３．提言 M-Navi 活動内容

新入生M‐Navi1日交流プログラム

神輿を担ごう

神宮へ行こう（秋季）（東京六大学野球観戦）

【引用】明治大学HP上の写真より
（http://www.meiji.ac.jp/campus/mnp/6t5h7p00000hfuo7.html） 49
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３．提言 M-NaviとMUSCの違い

M-Navi

いろいろな分野で活動をしてい
るため

専門性がない

MUSC

スポーツを専門分野
とした活動を行う

50



３．提言 M-Navi設立スケジュール

2003年4月～

・学校側からM-Navi候補生を募集

・学生と教職員でプログラムの準備

2005年4月～

・M-Naviが正式に設立

・大学から予算がおろされる

準備段階で結果を出すことによって
学校から設立の許可が下り
予算をもらうことができる
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３．提言 MUSC設立スケジュール

2019年4月～

・MUSC候補生を募集

・学生と教職員でプログラムの準備

2021年4月～

・MUSCの正式な設立

・大学から予算がおろされる

・新歓期に学生を募集

✓

M-Naviを参考にして...
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３．提言 MUSC設立のために

神宮満員計画
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企画内容

◆ 概要：六大学野球で明治大学側の応援スタンドを満員に

することで球場の一体感を感じてもらい、球場に

何度も足を運んでもらう

◆ 理由：

1．六大学野球は明治大学のブランドである

2．他のスポーツと比べて観戦者が多く、目標が達成しやすい

3．M-Naviもまだ達成できていない

３．提言 神宮満員計画
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企画内容

３．提言 神宮満員計画

②

応援レクチャー

×

パンフレット配布
（野球ルール概要、選手名鑑等）

①

入学式

×

新入生限定無料
チケット引換券配付

③

就活応援

×

六大学野球観戦
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企画内容

入学式 × 新入生限定無料観戦チケット引換券配布

３．提言 神宮満員計画

校歌や応援のレクチャーを行う
→入学当初から球場の一体感を新入生に
感じてもらう

式後、新入生の希望者に無料観戦チケット
（東京六大学野球）引換券を配布する
→新しい友達を作るきっかけとなるため、新
入生も参加しやすい
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企画内容

３．提言 神宮満員計画

六大学野球の応援の振り付けを
YouTubeに投稿
→チケット配布の際に事前に見る
ように指示

当日にもレクチャーを行ってから
試合観戦する

応援レクチャー × パンフレット配布
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企画内容

応援レクチャー × パンフレット配布

３．提言 神宮満員計画

試合前に選手の名前やポジション、特徴
等を掲載した選手名鑑の簡略版を配布

それに加えて初心者のために野球の基本
的なルールを掲載する

58



企画内容

就活応援 × 六大学野球観戦

３．提言 神宮満員計画

OBOG,4年生に試合観戦に来てもらい
（メンバーが募集）在学生と一緒に試
合観戦する
→3年生にとってはOBOG訪問の代わり
となり、OBOGにとっては学生の自然体
を見ることができる
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３．提言 神宮満員計画

入学式

×

新入生限定無料チケット配布

就活応援

×

六大学野球観戦

応援レクチャー

×

パンフレット配布

神宮満員達成
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３．提言 MUSC設立

神宮満員達成によりMUSCがスポーツ専門の団体として認められ...

MUSC設立成功！
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発表内容

緒言 調査 提言 総括
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学内の熱気の高まり、そしてUNIVASへ…

４．総括 MUSC設立後

MUSC設立成功

他大学への好影響

UNIVASの活性化へ

63
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ご清聴ありがとうございました
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